
施設建設、施工監理等の経験者数名に依頼予定

・施設の運営(運転体制等）のｱﾄﾞﾊﾞｲｽを行う。
・候補地の条件を踏まえて施設規模､能力等方式やﾚｲｱｳﾄ等をｱﾄﾞﾊﾞｲｽする。
・将来の改造、建替え等の課題や改善策を整理し、ｱﾄﾞﾊﾞｲｽする。

･将来的な施設の改造、建替え等
への対応の可能性をアドバイスを
受け検討する。

・検討内容等状況や結果を市民
に説明する。

･候補地の法的規制や現地調査
(地質､地形等）を実施する。

・一般廃棄物資源化基本計画を
受けて、施設整備基本計画策定
の検討を行う。
・各部会からの検討結果を受け、
必要な処理及び資源化施設の検
討を行う。

・廃棄物施設整備計画や、施設
建設工事、施工監理等の経験者
等と技術的な調整を行う。

・検討対象地から建設候補地とし
て絞り込むための比較項目の検
討、評価を行う。
・周辺環境の調査項目抽出、必要
な方策等の検討を行う。

資源循環型施設整備検討委員会
専門部会

・他の施設の稼動状況等を調査
する。

建設候補地選定専門部会
・市内建設候補地の選定と、周辺
環境の調査項目抽出、必要な方
策等の検討を行う。

組織

・検討委員会や各ｸﾞﾙｰﾌﾟへ技術的支援(ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ）を行う。

・資源化施設の種類、規模等の
調査検討を行う。

整備基本計画専門部会
・資源化のための対象施設の検
討を行う。

･建設候補地を決定する。

処理方式等選定アドバイザー

目的

業務

・施設の管理運営方法の検討を
行う。

検討組織と内容　(案）

資源循環型施設整備基本計画
検討委員会

建設候補地選定
専門部会

整備基本計画
専門部会

19名
学識経験者4名

市民11名
事業者4名

11名
学識経験者2名

市民7名
事業者2名

8名
学識経験者2名

市民4名
事業者2名

具体案の検討 具体案の検討

検討結果 検討結果

処理方式選定アドバイザー

検討委員会として意思統一

資料５

施設建設・施工監理の経験者等の専門家数名をアドバイザーとして必要に応じて要請

年内に依頼予定
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